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(57)【要約】
【課題】　べとつきが少なく、透明感のあるつややかな（ツヤ感のある）仕上がりで、フ
レーキングがなく、しかも、ごわつきのないしなやかでセット力とその持続姓に優れる頭
髪化粧料の提供。
【解決手段】　次の成分（Ａ）及び（Ｂ）；
　（Ａ）ｔ－ブチル基を含有するアクリル系共重合体
　（Ｂ）揮発性油剤
を配合する頭髪化粧料。
【選択図】　なし
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　次の成分（Ａ）及び（Ｂ）；
　（Ａ）ｔ－ブチル基を含有するアクリル系共重合体
　（Ｂ）揮発性油剤
を配合することを特徴とする頭髪化粧料。
【請求項２】
　成分（Ａ）のｔ－ブチル基を含有するアクリル系共重合体が、次の成分（ａ１）、（ａ
２）；
（ａ１）ｔ－ブチル基を含有するアクリレート及び/又はメタクリレート
（ａ２）炭素数８～１２の直鎖若しくは分岐のアルキル基を含有するアクリレート及び/
又はメタクリレート
から構成されるアクリル系共重合体であって、成分（ａ１）を５０～９０質量％、成分（
ａ２）を１０～５０質量％重合させて得られるアクリル系共重合体であることを特徴とす
る請求項１記載の頭髪化粧料。
【請求項３】
　成分（Ａ）のｔ－ブチル基を含有するアクリル系共重合体が、次の成分（ａ１）、（ａ
３）
（ａ１）ｔ－ブチル基を含有するアクリレート及び/又はメタクリレート
（ａ３）片末端にラジカル重合性基を含有するオルガノポリシロキサンマクロモノマー
から構成されるアクリル系共重合体であって、成分（ａ１）を５０～９０質量％、成分（
ａ３）を１０～５０質量％重合させて得られるアクリル系共重合体であることを特徴とす
る請求項１記載の頭髪化粧料。
【請求項４】
　成分（Ａ）のｔ－ブチル基を含有するアクリル系共重合体が、次の成分（ａ１）、（ａ
２）、（ａ３）
（ａ１）ｔ－ブチル基を含有するアクリレート及び／又はメタクリレート
（ａ２）炭素数８～１２の直鎖又は分岐のアルキル基を含有するアクリレート及び／又は
メタクリレート
（ａ３）片末端にラジカル重合性基を含有するオルガノポリシロキサンマクロモノマー
から構成されるアクリル系共重合体であって、成分（ａ１）を５０～９０質量％、成分（
ａ２）、成分（ａ３）を重合させて得られるアクリル系共重合体であることを特徴とする
請求項１記載の頭髪化粧料。
【請求項５】
　成分（Ａ）の成分（ａ３）が、一般式（１）で示されるジメチルポリシロキサンマクロ
モノマー
【化１】

（ここでｎは０～２００の整数、Ｒ１は水素又はメチル基を示し、Ｒ２は炭素数１～５の
アルキル基を示す。）
であるアクリル系共重合体であることを特徴とする請求項３又は４記載の頭髪化粧料。
【請求項６】
　成分（Ａ）の成分（ａ１）がｔ－ブチルメタクリレートであるアクリル系共重合体であ
ることを特徴とする請求項２乃至５の何れかの項記載の頭髪化粧料。
【請求項７】
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　成分（Ａ）のｔ－ブチル基を含有するアクリル系共重合体の液体ゲル浸透クロマトグラ
フィーにより測定したポリスチレン換算による重量平均分子量が１．０×１０４～２．０
×１０５であることを特徴とする請求項１乃至６の何れかの項記載の頭髪化粧料。
【請求項８】
　成分（Ｂ）が揮発性油剤がイソパラフィン系の炭化水素油であることを特徴とする請求
項１乃至７の何れかの項記載の頭髪化粧料。
【請求項９】
　更に、成分（Ｃ）として水及び／または低級アルコールを配合することを特徴とする請
求項１乃至８の何れかの項記載の頭髪化粧料。
【請求項１０】
　更に、成分（Ｄ）として多価アルコールを配合することを特徴とする請求項１乃至９の
何れかの項記載の頭髪化粧料。
【請求項１１】
　整髪料であることを特徴とする請求項１乃至１０の何れかの項記載の頭髪化粧料。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、油溶性のｔ－ブチル基を有するアクリル系共重合体を配合する頭髪化粧料に
関するものであり、更に詳しくは、多価アルコール等による可塑効果を受けにくく、べと
つきが少なく、ツヤ感のある仕上がりで、しなやかで高いセット力を有し、その持続性に
も優れ、フレーキングすることもない頭髪化粧料に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　従来、整髪性のある頭髪化粧料としては、ヘアワックス、ヘアミルク、ヘアジェル、ヘ
アスプレー、ヘアムース、ブローローション、ポマード等が使用されてきた。これらの剤
型において整髪性を持たせる成分としては、ワックス等の油性成分や皮膜形成性の合成高
分子が用いられてきた。（非特許文献１）
例えば、ワックスと水溶性高分子の組合せ（特許文献１）、ワックスとイソパラフィン、
揮発性油剤の組合せ（特許文献２）、ワックスと水溶性高分子と揮発性油剤の組合せ（特
許文献３）、アクリル系樹脂とポリビニルアルコールの組合せ（特許文献４）などが検討
されてきた。
【非特許文献１】日本化粧品技術社会編　「化粧品の有用性　評価技術の進歩と将来展望
」薬事日報社、２００１年３月３１日、第３７４頁－３８３頁
【特許文献１】特開平１０－４５５４６号公報（第１頁－第８頁）
【特許文献２】特開２００７－０１５９３５号公報（第１頁－第９頁）
【特許文献３】特開２００７－００１８８７号公報（第１頁－第１５頁）
【特許文献４】特開平１１－１９９４５３号公報（第１頁－第５頁）
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　しかしながら、これらも十分な効果を得ることは難しく、ワックスなどを用いたものは
、整髪力は高いものの原料特有のべたつきが増大し、整髪保持力が弱かったり、仕上がり
が重く硬くなるといった難点があった。また、皮膜形成性の合成高分子を用いたものは整
髪保持力は高いものの、仕上がりにごわつきを感じたり、皮膜形成成分が剥離してフケ状
のもの（フレーキング）がみられる場合や、また多価アルコール等の他の原料との組合せ
により可塑効果を受け、べたつき、十分なセット力を得られない、毛髪につややかさが感
じられないなどの難点があった。
【０００４】
　このため、べとつきが少なく、つややかな仕上がりで、ごわつきのないしなやかで高い
セット力を有し、そのセット力が持続し、フレーキングもしない頭髪化粧料の開発が望ま
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れてきた。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　かかる実情に鑑み、本発明者らは鋭意検討した結果、ｔ－ブチル基を有するアクリル系
共重合体を用いることで、多価アルコール等による可塑効果を受けにくく、べとつきが少
なく、透明感のあるつややかな（ツヤ感のある）仕上がりで、ごわつきのないしなやかな
セット力を有し、それが長時間持続する特性に優れる頭髪化粧料が得られることを見出し
た。また、該アクリル系共重合体はアクリル系共重合体特有の高い透明性有しながらフレ
ーキングしないことを見出した。そこで、これら知見に基づき、該アクリル系共重合体と
揮発性油剤とを配合する頭髪化粧料が上記課題を解決することを見出し、本発明を完成さ
せた。
【０００６】
　すなわち、本発明は、次の成分（Ａ）及び（Ｂ）； 
　（Ａ）ｔ－ブチル基を含有するアクリル系共重合体
　（Ｂ）揮発性油剤
を配合することを特徴とする頭髪化粧料を提供するものである。
【発明の効果】
【０００７】
　本発明の頭髪化粧料は、多価アルコール等による可塑効果を受けにくいため、べとつき
が少なく、透明感のあるつややな仕上がりで、しなやかで高いセット力を有し、フレーキ
ングすることがなく、セット力の持続性にも優れるという利点がある。
【発明を実施するための最良の形態】
【０００８】
　本発明の成分（Ａ）であるｔ－ブチル基を含有するアクリル系共重合体を構成するモノ
マーのうち、成分（ａ１）のｔ－ブチル基含有アクリレート及び／又はメタクリレートは
、親油性の重合性モノマーで、耐水性のある透明で硬い皮膜形成能を有する骨格を成すも
のである。具体例としては、ｔ－ブチルアクリレート、ｔ－ブチルメタクリレート等が挙
げられ、これらを一種又は二種以上用いることができる。とりわけｔ－ブチルメタクリレ
ートはラジカル重合性が良好で収率が高く、硬い皮膜を形成するための好適なガラス転移
点を有し、特に好ましい。
【０００９】
　本発明の成分（Ａ）を構成するモノマーのうち、成分（ａ２）の炭素数８～１２の直鎖
若しくは分岐のアルキル基を含有するアクリレート及び／又はメタクリレートは親油性の
重合性モノマーで、皮膜に柔軟性や付着性を付与し、軽質イソパラフィンへの溶解性を高
める。具体例としては、オクチルアクリレート、オクチルメタクリレート、２－エチルヘ
キシルアクリレート、２－エチルヘキシルメタクリレート、イソノニルアクリレート、イ
ソノニルメタクリレート、ラウリルアクリレート、ラウリルメタクリレート等が挙げられ
るが、２－エチルヘキシルメタクリレート、ラウリルメタクリレートが好ましく、中でも
２－エチルヘキシルメタクリレートが特に好ましい。
【００１０】
　本発明の成分（Ａ）を構成するモノマーのうち、成分（ａ３）の片末端にラジカル重合
性基を含有するオルガノポリシロキサンマクロモノマーは、アクリル酸もしくはメタクリ
ル酸に二価の炭化水素基を介してオルガノポリシロキサンを連結したエステル化合物が挙
げられる。成分（ａ３）の片末端にラジカル重合性基を含有するオルガノポリシロキサン
マクロモノマーは皮膜に耐水性を付与し、軽質イソパラフィンへの溶解性を高める。具体
的には一般式（１）に示されるジメチルポリシロキサンマクロモノマーが挙げられ、ジメ
チルポリシロキサン基の繰り返し単位を示す重合度ｎは０～２００が好ましく、さらに好
ましくは５～１５０である。これらのうち、一種又は二種以上用いることができる。この
範囲であれば充分な耐水性が得られ、さらに透明で均一な皮膜を得られ好ましい。
【００１１】
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【化２】

（ここでｎは０～２００の整数、Ｒ１は水素又はメチル基を示し、Ｒ２は炭素数１～５の
アルキル基を示す。）
【００１２】
　本発明の成分（Ａ）の共重合体は、成分（Ａ）を構成するモノマーである上記成分（ａ
１）と、成分（ａ２）及び／又は成分（ａ３）とを重合させて得ることができる。即ち、
成分（ａ１）と成分（ａ２）、若しくは、成分（ａ１）と成分（ａ３）、若しくは、成分
（ａ１）と成分（ａ２）と成分（ａ３）を重合させて得ることができる。
【００１３】
　本発明の成分（Ａ）を構成するモノマーのうち、成分（ａ１）のｔ－ブチル基含有アク
リレート及び／又はメタクリレートは、成分（Ａ）の共重合体中、５０～９０質量％（以
下、単に「％」とする）含有することが好ましく、さらに好ましくは５０～８０％である
。この範囲であれば、軽質イソパラフィンへの溶解性が良好で充分な硬さの皮膜が形成さ
れる。
【００１４】
　同様に、本発明の成分（Ａ）の共重合体を得るには、上記成分（ａ２）は、１０～５０
％用いて重合させることが好ましく、さらに好ましくは１５～４５％である。この範囲で
あれば、軽質イソパラフィンへの溶解性が良好で、充分な硬さの均一でしなやかな皮膜を
得ることができ、べとつきもなく好ましい。
【００１５】
　そしてまた、上記成分（ａ３）は、１０～５０％用いて重合させることが好ましく、さ
らに好ましくは１５～４５％である。この範囲であれば、軽質イソパラフィンへの溶解性
が良好で、べとつきがなく、均一で硬い皮膜が形成され、良好なセット力を発揮し好まし
い。
【００１６】
　また、更に、上記成分（ａ２）と成分（ａ３）を併用した場合は、その合計が、１０～
５０％であることが好ましく、さらに好ましくは１５～４５％である。この範囲であれば
、軽質イソパラフィンへの溶解性が良好で、べとつきのない均一で硬い皮膜が形成され、
良好なセット力を発揮し好ましい。
【００１７】
　（ａ２）成分と（ａ３）成分を併用した場合については、その配合量の合計は、成分（
Ａ）の共重合体中、１０～５０％が好ましく、さらに好ましくは１５～４５％である。こ
の範囲であれば、軽質イソパラフィンへの溶解性が良好で、べとつきがなく、均一で硬い
皮膜が形成され、良好なセット力を発揮し好ましい。
【００１８】
　また、本発明の成分（Ａ）のｔ－ブチル基を含有するアクリル系共重合体は、本発明の
効果を損なわない範囲であれば、上記成分（ａ１）～（ａ３）以外の重合性モノマーを構
成モノマーとして添加して重合することができる。その添加量としては概ね２０％以下の
範囲で０．０１～１０％程度が好ましい。成分（ａ１）～（ａ３）以外の重合性モノマー
としては、特に限定はされないが、スチレン、置換スチレン、酢酸ビニル、アクリル酸、
メタクリル酸、前記以外のアクリル酸エステル及びメタクリル酸エステル、無水マレイン
酸、マレイン酸エステル、フマル酸エステル、塩化ビニル、塩化ビニリデン、エチレン、
プロピレン、ブタジエン、アクリロニトリル、フッ化オレフィン、アクリルアミド、メタ
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クリルアミド、メチルアクリルアミド、メチルメタクリルアミド、ジメチルメタクリルア
ミド、Ｎ－イソプロピルアクリルアミド、Ｎ－ビニルピロリドン、Ｎ－ビニルアセトアミ
ド、ヒドロキシエチルメタクリレート、ヒドロキシプロピルメタクリレート、ジメチルア
ミノエチルメタクリレート、ジメチルアミノエチルメタクリルアミド、２－アクリルアミ
ド－２－ジメチルプロパンスルホン酸塩などが挙げられる。
【００１９】
　本発明の成分（Ａ）のｔ－ブチル基を含有するアクリル系共重合体の重量平均分子量は
、限定的ではないが、１．０×１０４～２．０×１０５の範囲であるものが好ましい。重
量平均分子量は、溶離液としてテトラヒドロフランを用い、直鎖ポリスチレン標準品で作
成した校正曲線及び屈折率検出器を使用する液体ゲル浸透クロマトグラフィー（ＧＰＣ）
により測定される。この範囲であれば、軽質イソパラフィンへの溶解性中での溶解粘度が
適度で、均一で良好な皮膜が形成され、しなやかなセット力に優れたものとなり、好まし
い。
【００２０】
　本発明の成分（Ａ）のｔ－ブチル基を含有するアクリル系共重合体は、上記成分（ａ１
）～（ａ３）の構成モノマーを用い、公知の重合方法で重合することができる。例えば、
ベンゾイルパーオキサイド、ラウロイルパーオキサイド等の有機過酸化物、α、α´―ア
ゾビスイソブチロニトリル、２、２´―アゾビス（２、４－ジメチルバレロニトリル）、
２、２´―アゾビス（２－メチルブチロニトリル）などのアゾ系化合物、過硫酸カリウム
、過硫酸アンモニウム等の過硫酸系重合開始剤等の、ラジカル重合開始剤の存在下で重合
を行えばよく、溶液重合法、乳化重合法、懸濁重合法、塊状重合法、沈殿重合法などを用
いることができる。これらのうち、特に溶液重合法は、得られるアクリル系共重合体の分
子量を最適範囲に調整することが容易であるため好ましい。
【００２１】
　本発明の成分（Ａ）のｔ－ブチル基を含有するアクリル系共重合体の重合時に用いる溶
媒としては、例えばベンゼン、トルエン、キシレン、などの芳香族炭化水素、メチルエチ
ルケトン、メチルイソブチルケトンなどのケトン類、酢酸エチル、酢酸ブチルなどのエス
テル類、イソプロパノール、エチルアルコール、メタノールなどのアルコール類が挙げら
れ、これらの一種又は二種以上を組み合わせて用いることができる。また、軽質イソパラ
フィン、イソドデカン、イソヘキサデカンなどのパラフィン系溶剤中で重合することもで
きる。
【００２２】
　本発明の成分（Ａ）のｔ－ブチル基を含有するアクリル系共重合体の重合反応温度は、
通常のラジカル重合開始剤の使用可能な温度範囲であれば特に制限はされないが、通常４
０～１２０℃の範囲で実施される。反応温度は使用するラジカル重合開始剤、モノマーの
種類、反応温度により異なるが、通常２～２４時間実施される。この範囲であれば残存モ
ノマー量が低く、高い収率で得られるのでより好ましい。このようにして得られた成分（
Ａ）のｔ－ブチル基を含有するアクリル系共重合体は、２５℃において、軽質イソパラフ
ィンに少なくとも３０％溶解するものである。溶解性が３０％以上であると、べとつきが
なく、均一で適度な硬さの皮膜が形成され、しなやかで良好なセット力を発揮し好ましい
。
【００２３】
　成分（Ａ）のｔ－ブチル基を含有するアクリル系共重合体は、反応させたときの揮発性
油剤中に溶解させたまま、または必要に応じて他の炭化水素やエステル、トリグリセライ
ドなどの油剤で希釈を行ったり、他の油剤へ溶媒置換を行うこともできる。また、溶液の
溶媒を除去して成分（Ａ）を固体として取り出すことができ、さらに得られたアクリル系
共重合体ポリマーを軽質イソパラフィン等の揮発性油剤中に溶解することによりアクリル
系共重合体溶液として使用することもできる。成分（Ａ）のアクリル系共重合体及びその
溶液は二種以上混合して使用しても構わない。
【００２４】
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　本発明の頭髪化粧料への成分（Ａ）のｔ－ブチル基を含有するアクリル系共重合体の配
合量は、特に限定はないが、０．１～５％が好ましく、更に好ましくは１～３％である。
この範囲であれば、他の樹脂や高分子のような仕上がり時のべとつきがなく、透明感のあ
るつややかな皮膜が形成され、ごわつくことなくしなやかにセットでき、フレーキングも
なく、また、セット力の持続性に優れるものが得られる。
【００２５】
　本発明の頭髪化粧料に用いられる成分（Ｂ）の揮発性油剤は、成分（Ａ）のｔ－ブチル
基を含有するアクリル系共重合体の溶媒として働き、系への配合を容易にし、仕上がりの
べたつきをおさえ、セット力の持続性を向上させる。
【００２６】
　本発明の頭髪化粧料に用いられる成分（Ｂ）の揮発性油剤としては、軽質イソパラフィ
ン、環状シリコーン、揮発性ジメチルポリシロキサン等が挙げられる。特に軽質イソパラ
フィンからなる炭化水素の混合物が好ましく、具体的には側鎖を有する炭素数９～１２の
飽和炭化水素で、ＪＩＳ－Ｋ２２５４の蒸留試験で９５容量％留出温度が２００℃以下の
ものが挙げられる。市販品としてはＩＰソルベント１６２０（出光興産社製）などが挙げ
られる。
【００２７】
　本発明の頭髪化粧料への成分（Ｂ）の揮発性油剤の配合量は特に限定されないが、１～
９０％が好ましく、更に好ましくは１～６０％である。この範囲であれば、仕上がりのべ
たつきをおさえ、セット力の持続性の良好なものが得られる。
【００２８】
　本発明の頭髪化粧料においては、更に、成分（Ｃ）として水及び／または低級アルコー
ルを配合することができる。成分（Ｃ）を配合することにより、より仕上がりのべとつき
を抑えられ、髪にのばし易く使用性の良好なものが得られる。成分（Ｃ）の水としては、
精製水の他、ミネラルウォーター、深層水、温泉水、或いはラベンダー、バラ等の植物の
水蒸気蒸留水を用いることができる。また、低級アルコールとしては、例えばエチルアル
コール、プロパノールのようなアルコール類が挙げられる。成分（Ｃ）はこれらを一種ま
たは二種以上を用いることができる。
【００２９】
　本発明の頭髪化粧料への成分（Ｃ）の配合量は、特に限定されないが、１～９５％が好
ましく、更に好ましくは２０～８０％である。この範囲であれば、仕上がりのべとつきを
抑え、髪にのばしやすく、良好な使用性のものが得られる。
【００３０】
　また、本発明の頭髪化粧料においては、成分（Ｄ）として多価アルコールを配合するこ
ともできる。成分（Ｄ）の多価アルコールを配合することにより、よりごわつきのないし
なやかな仕上がりになる。成分（Ｄ）の多価アルコールとしては、通常化粧料として配合
されるものならば特に限定されず、具体的には１，３－ブチレングリコール、プロピレン
グリコール、ジプロピレングリコール、１，２－ペンチレングリコール、１，２－ヘキシ
レングリコール、イソプレングリコール、１，２－オクチレングリコール、グリセリン、
ジグリセリン、ポリエチレングリコール等が挙げられ、これらは一種または二種以上を適
宜選択して組み合わせて使用することができる。
【００３１】
　本発明の頭髪化粧料への成分（Ｄ）の多価アルコールの配合量は、特に限定されないが
、１～３０％が好ましく、更に好ましくは１～１５％である。この範囲であれば、ごわつ
きのないしなやかな仕上がりの良好なものが得られる。
【００３２】
　本発明の頭髪化粧料には、上記必須成分（Ａ）～（Ｄ）以外に、本発明の効果を損なわ
ない範囲で、通常、化粧料や医薬部外品、外用医薬品等の製剤に使用される成分、すなわ
ち成分（Ｂ）以外の油剤、界面活性剤、金属セッケン、ゲル化剤、粉体、水溶性高分子、
皮膜形成剤、成分（Ａ）以外の樹脂、包接化合物、保湿剤、抗菌剤、香料、消臭剤、塩類
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、ｐＨ調整剤、清涼剤、植物抽出物、ビタミン類、アミノ酸類、ペプタイド類、その他ヘ
アケア用の美容成分等を配合できる。
【００３３】
　油剤としては、前述の成分（Ｂ）の揮発性油以外の高級アルコール、炭化水素油、エス
テル油、脂肪酸類、油脂、シリコーンなどの油性成分を使用できる。例えば、ラウリルア
ルコール、ミリスチルアルコール、パルミチルアルコール、ステアリルアルコール、ベヘ
ニルアルコール、ヘキサデシルアルコール、オレイルアルコール、イソステアリルアルコ
ール、ヘキシルドデカノール、オクチルドデカノール、セトステアリルアルコール、２－
デシルテトラデシノール、コレステロール、フィトステロール、シトステロール、ラノス
テロール、モノステアリルグリセリンエーテル（バチルアルコール）等の高級アルコール
類、オゾケライト、スクワラン、スクワレン、セレシン、パラフィン、パラフィンワック
ス、流動パラフィン、プリスタン、ポリイソブチレン、マイクロクリスタリンワックス、
ワセリン等の炭化水素類、アジピン酸ジイソブチル、アジピン酸２－ヘキシルデシル、ア
ジピン酸ジ－２－ヘプチルウンデシル、モノイソステアリン酸－アルキルグリコール、イ
ソステアリン酸イソセチル、トリイソステアリン酸トリメチロールプロパン、ジ－２－エ
チルヘキサン酸エチレングリコール、２－エチルヘキサン酸セチル、トリ－２－エチルヘ
キサン酸トリメチロールプロパン、テトラ－２－エチルヘキサン酸ペンタエリスリトール
、オクタン酸セチル、オクチルドデシルガムエステル、オレイン酸オレイル、オレイン酸
オクチルドデシル、オレイン酸デシル、ジカプリン酸ネオペンチルグリコール、クエン酸
トリエチル、コハク酸２－エチルヘキシル、酢酸アミル、酢酸エチル、酢酸ブチル、ステ
アリン酸イソセチル、ステアリン酸ブチル、セバシン酸ジイソプロピル、セバシン酸ジ－
２－エチルヘキシル、乳酸セチル、乳酸ミリスチル、パルミチン酸イソプロピル、パルミ
チン酸２－エチルヘキシル、パルミチン酸２－ヘキシルデシル、パルミチン酸２－ヘプチ
ルウンデシル、１２－ヒドロキシステアリル酸コレステリル、ミリスチン酸イソプロピル
、ミリスチン酸オクチルドデシル、ミリスチン酸２－ヘキシルデシル、ミリスチン酸ミリ
スチル、ジメチルオクタン酸ヘキシルデシル、ラウリン酸エチル、ラウリン酸ヘキシル、
リンゴ酸ジイソステアリル等のエステル油類、ミツロウ、カルナウバロウ、キャンデリラ
ロウ、鯨ロウ等のロウ類、牛脂、牛脚脂、牛骨脂、硬化牛脂、硬化油、タートル油、豚脂
、馬脂、ミンク油、肝油、卵黄油等の動物油、ラノリン、液状ラノリン、還元ラノリン、
ラノリンアルコール、硬質ラノリン、酢酸ラノリン、ラノリン脂肪酸イソプロピル等のラ
ノリン誘導体、ラウリン酸、ミリスチン酸、パルミチン酸、ステアリン酸、ベヘン酸、ウ
ンデシレン酸、オレイン酸、リノール酸、アラキドン酸、ドコサヘキサエン酸（ＤＨＡ）
、イソステアリン酸、１２－ヒドロキシステアリン酸等の脂肪酸類、低重合度ジメチルポ
リシロキサン、高重合度ジメチルポリシロキサン、メチルフェニルポリシロキサン、デカ
メチルシクロペンタシロキサン、オクタメチルシクロテトラシロキサン、ポリエーテル変
性ポリシロキサン、ポリオキシアルキレン・アルキルメチルポリシロキサン・メチルポリ
シロキサン共重合体、アルコキシ変性ポリシロキサン、アルキル変性ポリシロキサン、架
橋型オルガノポリシロキサン、フッ素変性ポリシロキサン、アミノ変性ポリシロキサン、
グリセリン変性ポリシロキサン、高級アルコキシ変性シリコーン、高級脂肪酸変性シリコ
ーン、シリコーン樹脂、シリコンゴム、シリコーンレジン等が挙げられる。
【００３４】
　界面活性剤としては、ノニオン性界面活性剤としては、ソルビタン脂肪酸エステル、グ
リセリン脂肪酸エステル、ポリグリセリン脂肪酸エステル、プロピレングリコール脂肪酸
エステル、ポリエチレングリコール脂肪酸エステル、ショ糖脂肪酸エステル、ポリオキシ
エチレンアルキルエーテル、ポリオキシプロピレンアルキルエーテル、ポリオキシエチレ
ンアルキルフェニルエーテル、ポリオキシエチレン脂肪酸エステル、ポリオキシエチレン
ソルビタン脂肪酸エステル、ポリオキシエチレンソルビトール脂肪酸エステル、ポリオキ
シエチレングリセリン脂肪酸エステル、ポリオキシエチレンプロピレングリコール脂肪酸
エステル、ポリオキシエチレンヒマシ油、ポリオキシエチレン硬化ヒマシ油、ポリオキシ
エチレンフィトスタノールエーテル、ポリオキシエチレンフィトステロールエーテル、ポ
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リオキシエチレンコレスタノールエーテル、ポリオキシエチレンコレステリルエーテル、
ポリオキシアルキレン変性オルガノポリシロキサン、ポリオキシアルキレン・アルキル共
変性オルガノポリシロキサン、ラウリン酸ジエタノールアミド、ヤシ油脂肪酸ジエタノー
ルアミド、ヤシ油脂肪酸モノエタノールアミド、ポリオキシエチレンヤシ油脂肪酸モノエ
タノールアミド、ラウリン酸モノイソプロパノールアミド、ヤシ油脂肪酸モノイソプロパ
ノールアミド、ポリオキシプロレンヤシ油脂肪酸モノイソパノールアミド、アルカノール
アミド、糖エーテル、糖アミド等が挙げられる。アニオン性界面活性剤としては、ラウリ
ン酸ナトリウム、ラウリン酸カリウム、ヤシ油脂肪酸カリウム等の高級脂肪酸塩；ポリオ
キシエチレンラウリルエーテル硫酸ナトリウム、ポリオキシエチレンラウリルエーテル硫
酸アンモニウム、ポリオキシエチレンラウリルエーテル硫酸トリエタノールアミン等のポ
リオキシエチレンアルキルエーテル硫酸塩；ラウリル硫酸ナトリウム、ラウリル硫酸トリ
エタノールアミン等のアルキル硫酸塩；テトラデセンスルホン酸ナトリウム、テトラデセ
ンスルホン酸カリウム等のα－オレフィンスルホン酸塩；ドデカン－１，２－ジオール酢
酸エーテルナトリウム等のヒドロキシエーテルカルボン酸塩；スルホコハク酸ナトリウム
などのスルホコハク酸等が挙げられる。カチオン性界面活性剤としては、塩化セチルトリ
メチルアンモニウム、臭化セチルトリメチルアンモニウム、塩化ステアリルトリメチルア
ンモニウム、臭化ステアリルトリメチルアンモニウム、塩化ベヘニルトリメチルアンモニ
ウム、臭化ベヘニルトリメチルアンモニウム、メチル硫酸ベヘニルトリメチルアンモニウ
ム、塩化ジステアリルジメチルアンモニウム、臭化ジオレイルジメチルアンモニウム、メ
チル硫酸セチルベヘニルジメチルアンモニウム、塩化ステアリルジメチルベンジルアンモ
ニウム等の第４級アンモニウム塩、ステアロイルリジンブチルエステル・塩酸塩、Ｎ－ヤ
シ油脂肪酸アシルＬ－アルギニンエチル・ＤＬ－ピロリドンカルボン酸塩、ラウロイル－
オルニチンプロピルエステル・酢酸塩等のモノ－Ｎ－長鎖アシル塩基性アミノ酸低級アル
キルエステル塩、デシルグアニジン酢酸塩、２－グアニジノエチルラウリルアミド塩酸塩
、２－グアニジノブチルステアロアミド・ＤＬ－ピロリドンカルボン酸塩等のグアニジン
誘導体等が挙げられる。両性界面活性剤としては、塩化セチルトリメチルアンモニウム、
臭化セチルトリメチルアンモニウム、塩化ステアリルトリメチルアンモニウム、臭化ステ
アリルトリメチルアンモニウム、塩化ベヘニルトリメチルアンモニウム、臭化ベヘニルト
リメチルアンモニウム、メチル硫酸ベヘニルトリメチルアンモニウム、塩化ジステアリル
ジメチルアンモニウム、臭化ジオレイルジメチルアンモニウム、メチル硫酸セチルベヘニ
ルジメチルアンモニウム、塩化ステアリルジメチルベンジルアンモニウム等の第４級アン
モニウム塩、ステアロイルリジンブチルエステル・塩酸塩、Ｎ－ヤシ油脂肪酸アシルＬ－
アルギニンエチル・ＤＬ－ピロリドンカルボン酸塩、ラウロイル－オルニチンプロピルエ
ステル・酢酸塩等のモノ－Ｎ－長鎖アシル塩基性アミノ酸低級アルキルエステル塩、デシ
ルグアニジン酢酸塩、２－グアニジノエチルラウリルアミド塩酸塩、２－グアニジノブチ
ルステアロアミド・ＤＬ－ピロリドンカルボン酸塩等のグアニジン誘導体等が挙げられる
。
【００３５】
　金属セッケンとしては、イソステアリン酸アルミニウム、ステアリン酸亜鉛、ステアリ
ン酸アルミニウム、ステアリン酸カルシウム、ステアリン酸マグネシウム、ミリスチン酸
亜鉛、ミリスチン酸マグネシウム、セチルリン酸亜鉛、セチルリン酸カルシウム、セチル
リン酸亜鉛ナトリウム、ラウリン酸亜鉛、ウンデシレン酸亜鉛等が挙げられる。
【００３６】
　ゲル化剤としては、α，γ－ジ－ｎ－ブチルアミン等のアミノ酸誘導体、デキストリン
パルミチン酸エステル、デキストリンステアリン酸エステル、デキストリン２－エチルヘ
キサン酸パルミチン酸エステル等のデキストリン脂肪酸エステル、ショ糖パルミチン酸エ
ステル、ショ糖ステアリン酸エステル等のショ糖脂肪酸エステル、モノベンジリデンソル
ビトール、ジベンジリデンソルビトール等のソルビトールのベンジリデン誘導体、ジメチ
ルベンジルドデシルアンモニウムモンモリロナイトクレー、ジメチルジオクタデシルアン
モニウムモンモリロナイトクレー等の有機変性粘土鉱物等が挙げられる。
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【００３７】
　粉体としては、通常の化粧料に使用されるものであれば、その形状（球状、針状、板状
、等）や粒子径（煙霧状、微粒子、顔料級等）、粒子構造（多孔質、無孔質等）を問わず
、いずれのものも使用することができ、例えば、無機粉体としては、酸化マグネシウム、
硫酸バリウム、硫酸カルシウム、硫酸マグネシウム、炭酸カルシウム、炭酸マグネシウム
、タルク、合成雲母、マイカ、カオリン、セリサイト、白雲母、合成雲母、金雲母、紅雲
母、黒雲母、リチア雲母、ケイ酸、無水ケイ酸、ケイ酸アルミニウム、ケイ酸マグネシウ
ム、ケイ酸アルミニウムマグネシウム、ケイ酸カルシウム、ケイ酸バリウム、ケイ酸スト
ロンチウム、タングステン酸金属塩、ヒドロキシアパタイト、バーミキュライト、ハイジ
ライト、モンモリロナイト、ゼオライト、セラミックスパウダー、第二リン酸カルシウム
、アルミナ、水酸化アルミニウム、窒化ホウ素、窒化ボロン等；有機粉体としては、ポリ
アミドパウダー、ポリエステルパウダー、ポリエチレンパウダー、ポリプロピレンパウダ
ー、ポリスチレンパウダー、ポリウレタン、ベンゾグアナミンパウダー、ポリメチルベン
ゾグアナミンパウダー、テトラフルオロエチレンパウダー、ポリメチルメタクリレートパ
ウダー、セルロース、シルクパウダー、ナイロンパウダー、１２ナイロン、６ナイロン、
スチレン・アクリル酸共重合体、ジビニルベンゼン・スチレン共重合体、ビニル樹脂、尿
素樹脂、フェノール樹脂、フッ素樹脂、ケイ素樹脂、アクリル樹脂、メラミン樹脂、エポ
キシ樹脂、ポリカーボネイト樹脂、微結晶繊維粉体、ラウロイルリジン等；有色顔料とし
ては、酸化鉄、水酸化鉄、チタン酸鉄の無機赤色顔料、γ－酸化鉄等の無機褐色系顔料、
黄酸化鉄、黄土等の無機黄色系顔料、黒酸化鉄、カーボンブラック等の無機黒色顔料、マ
ンガンバイオレット、コバルトバイオレット等の無機紫色顔料、水酸化クロム、酸化クロ
ム、酸化コバルト、チタン酸コバルト等の無機緑色顔料、紺青、群青等の無機青色系顔料
、タール系色素をレーキ化したもの、天然色素をレーキ化したもの、及びこれらの粉体を
複合化した複合粉体等；パール顔料としては、酸化チタン被覆雲母、酸化チタン被覆マイ
カ、オキシ塩化ビスマス、酸化チタン被覆オキシ塩化ビスマス、酸化チタン被覆タルク、
魚鱗箔、酸化チタン被覆着色雲母等；金属粉末顔料としては、アルミニウムパウダー、カ
ッパーパウダー、ステンレスパウダー等；タール色素としては、赤色３号、赤色１０４号
、赤色１０６号、赤色２０１号、赤色２０２号、赤色２０４号、赤色２０５号、赤色２２
０号、赤色２２６号、赤色２２７号、赤色２２８号、赤色２３０号、赤色４０１号、赤色
５０５号、黄色４号、黄色５号、黄色２０２号、黄色２０３号、黄色２０４号、黄色４０
１号、青色１号、青色２号、青色２０１号、青色４０４号、緑色３号、緑色２０１号、緑
色２０４号、緑色２０５号、橙色２０１号、橙色２０３号、橙色２０４号、橙色２０６号
、橙色２０７号等；天然色素としては、カルミン酸、ラッカイン酸、カルサミン、ブラジ
リン、クロシン等から選ばれる粉体で、これらの粉体を複合化したり、油剤やシリコーン
、又はフッ素化合物で表面処理を行なった粉体でも良い。
【００３８】
　水溶性高分子としては、通常の化粧料で用いられるものであれば特に限定されず、具体
的には、カチオン化セルロース、カチオン化グアーガム、カチオン化デンプン、塩化ジメ
チルジアリルアンモニウム・アクリルアミド共重合体、ビニルピロリドン・Ｎ，Ｎ－ジメ
チルアミノエチルメタクリル酸共重合体、ポリ塩化ジメチルメチレンジペリニウム等のカ
チオン性高分子、メタクリロイルオキシエチルカルボキシベタイン／メタクリル酸アルキ
ル）コポリマー、（オクチルアクリルアミド／アクリル酸ヒドロキシプロピル／メタクリ
ル酸ブチルアミノエチル）コポリマー、アクリルアミド・アクリル酸・塩化ジメチルジア
リルアンモニウム共重合体等の両性高分子、コンドロイチン硫酸、ヒアルロン酸、ムチン
、デルマタン硫酸、ヘパリン及びケラタン硫酸から選ばれるムコ多糖類及びその塩、アラ
ビアゴム、トラガカント、ガラクタン、キャロブガム、グアーガム、カラヤガム、カラギ
ーナン、ペクチン、寒天、クインスシード、アルゲコロイド、トラントガム、ローカスト
ビーンガム、ガラクトマンナン等の植物系高分子、キサンタンガム、デキストラン、サク
シノグルカン、プルラン等の微生物系高分子、デンプン、カルボキシメチルデンプン、メ
チルヒドロキシプロピルデンプン等のデンプン系高分子、メチルセルロース、メチルヒド
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ロキシプロピルセルロース、カルボキシメチルセルロース、ヒドロキシメチルセルロース
、ヒドロキシプロピルセルロース、セルロース硫酸ナトリウム、カルボキシメチルセルロ
ースナトリウム、結晶セルロース、セルロース末のセルロース系高分子、アルギン酸ナト
リウム、アルギン酸プロピレングリコールエステル等のアルギン酸系高分子、カルボキシ
ビニルポリマー、アルキル変性カルボキシビニルポリマー等のビニル系高分子、ポリオキ
シエチレン系高分子、ポリオキシエチレンポリオキシプロピレン共重合体系高分子、ポリ
アクリル酸ナトリウム、ポリアクリルアミド等のアクリル系高分子、ポリエチレンイミン
、ベントナイト、ラポナイト、ヘクトライト等の無機系水溶性高分子等がある。また、こ
の中には、ポリビニルアルコールやポリビニルピロリドン等の皮膜形成剤も含まれる。
【００３９】
　抗菌剤としては、安息香酸、安息香酸ナトリウム、サリチル酸、石炭酸、ソルビン酸、
ソルビン酸カリウム、パラオキシ安息香酸エステル、パラクロルメタクレゾール、ヘキサ
クロロフェン、塩化ベンザルコニウム、塩化クロルヘキシジン、トリクロロカルバニリド
、感光素、ビス（２－ピリジルチオ－１－オキシド）亜鉛、フェノキシエタノール、イソ
プロピルメチルフェノール、ポリアミノプロピルビグアニド等が挙げられる。
【００４０】
　ｐＨ調整剤としては、乳酸、クエン酸、グリコール酸、コハク酸、酒石酸、リンゴ酸、
炭酸カリウム、炭酸水素ナトリウム、炭酸水素アンモニウム、水酸化ナトリウム、水酸化
カリウム、トリエタノールアミン、モノエタノールアミン等、清涼剤としては、ｌ－メン
トール、カンフル等が挙げられる。
【００４１】
　ビタミン類としては、ビタミンＡ及びその誘導体、ビタミンＢ及びその誘導体、ビタミ
ンＣ及びその誘導体、ビタミンＤ及びその誘導体、ビタミンＥ及びその誘導体、リノレン
酸及びその誘導体等のビタミンＦ類；フィトナジオン、メナキノン、メナジオン、メナジ
オール等のビタミンＫ類；エリオシトリン、ヘスペリジン等のビタミンＰ類；その他、ビ
オチン、カルチニン、フェルラ酸等が挙げられる。
【００４２】
アミノ酸類としては、例えばグリシン、アラニン、バリン、イソロイシン、セリン、スレ
オニン、アスパラギン酸、グルタミン酸、アスパラギン、グルタミン、リジン、ヒドロキ
シリジン、アルギニン、シスチン、システイン、アセチルシステイン、メチオニン、フェ
ニルアラニン、チロシン、プロリン、ヒドロキシプロリン、オルチニン、シトルリン、テ
アニン、クレアチン、クレアチニン等が挙げられる。アミノ酸誘導体としては、Ｎ－ラウ
ロイル－Ｌ－グルタミン酸ジ（フィトステリル・２－オクチルドデシル）、Ｎ－ラウロイ
ル－Ｌ－グルタミン酸ジ（コレステリル・ベヘニル・オクチルドデシル）、Ｎ－ラウロイ
ル－Ｌ－グルタミン酸ジ（コレステリル・オクチルドデシル）、Ｎ－ラウロイル－Ｌ－グ
ルタミン酸ジ（フィトステリル・ベヘニル・２－オクチルドデシル）、Ｎ－ラウロイル－
Ｌ－グルタミン酸ジ（２－オクチルドデシル）、Ｎ－アシルグルタミン酸リジン縮合物等
が挙げられる。ペプタイド類としては、動物、魚、貝、植物由来のいずれでもよく具体的
には、コラーゲン及びその誘導体又はそれらの加水分解物、エラスチン及びその誘導体又
はそれらの加水分解物、ケラチン及びその誘導体又はそれらの分解物、コムギタンパク及
びその誘導体又はそれらの加水分解物、ダイズタンパク及びその誘導体又はそれらの加水
分解物等が挙げられる。糖類としては、ソルビトール、エリスリトール、マルトース、マ
ルチトール、キシリトール、キシロース、トレハロース、イノシトール、グルコース、マ
ンニトール、ペンタエリスリトール、果糖、蔗糖およびそのエステル、デキストリン及び
その誘導体、ハチミツ、黒砂糖抽出物等が挙げられる。その他、セラミド及びその誘導体
、１８－メチルエイコサン酸等の毛髪脂質成分、ホスファチジルコリン、ホスファチジル
エタノールアミン、ホスファチジルセリン、ホスファチジルグリセロール、ホスファチジ
ルイノシトール、スフィンゴリン脂質及びこれらの類似物あるいはこれらのものを含有す
る組成物、すなわち大豆レシチン、卵黄レシチン、あるいはそれらの水素添加物、更には
、２－メタクリロイルオキシエチルホスホリルコリンの単独重合体または、２－メタクリ
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の誘導体等、毛髪の保湿や補修等ヘアケアに有用な美容成分等が挙げられる。これらは、
一種又は二種以上を適宜選択又は組み合わせて配合することができる。
【００４３】
　本発明の頭髪化粧料は、剤型として、水性、可溶化型、Ｏ／Ｗ乳化型、Ｗ／Ｏ乳化型、
油性等いずれでもよく、また液状、乳液状、クリーム状、ジェル状、固形状等、性状もい
ずれでも構わない。また、噴射剤を配合してエアゾールフォーム又はポンプフォーム容器
を使用してフォーム状タイプとしての実施も可能であり、ヘアミルク、ヘアクリーム、ヘ
アジェル、ヘアワックス、ヘアムース、ヘアスプレー、ポマード、ヘアローション、ヘア
カラー、シャンプー、コンディショナー、ヘアパック、ヘアオイル、ヘアコロン、ヘアエ
ッセンス、縮毛矯正剤、パーマ剤等として使用することができる。
【実施例】
【００４４】
　次に実施例をもって本発明をより詳細に説明する。本発明はこれらにより、何ら限定さ
れるものではない。
【００４５】
　製造例１：ｔ－ブチル基含有アクリル系共重合体１の合成
　還流冷却器、温度計、窒素導入管及び攪拌装置を取り付けた四つ口のセパラブルフラス
コにｔ－ブチルメタクリレート２１ｇ、下記一般式（２）のジメチルポリシロキサンマク
ロモノマー９ｇ及びトルエン７０ｇを加え、窒素ガスを導入して充分に窒素雰囲気にした
後、８０℃まで加温し、α，α’－アゾビスイソブチロニトリル（以下、ＡＩＢＮとする
）を０．１５ｇ加えて５時間還流し重合させた。得られた反応物にメタノールを注入して
アクリル系共重合体を沈殿析出させ、沈殿物を濾別後、真空乾燥してｔ－ブチル基含有ア
クリル系共重合体固形分２１．５ｇを得た。ポリスチレン換算による重量平均分子量は１
．５×１０５であった。また、これを３０質量部に軽質イソパラフィン（ＩＰソルベント
１６２０（出光興産社製））７０質量部を加えて混合したものは、２５℃において良好に
溶解し透明になるものであった。
【化３】

 
【００４６】
　製造例２：ｔ－ブチル基含有アクリル系共重合体２の合成
　還流冷却器、温度計、窒素導入管及び攪拌装置を取り付けた四つ口のセパラブルフラス
コにｔ－ブチルメタクリレート２１ｇ、下記一般式（３）のジメチルポリシロキサンマク
ロモノマー９ｇ及びトルエン７０ｇを加え、窒素ガスを導入して充分に窒素雰囲気にした
後、８０℃まで加温し、ＡＩＢＮを０．１５ｇ加えて５時間還流し重合させた。得られた
反応物にメタノールを注入してアクリル系共重合体を沈殿析出させ、沈殿物を濾別後、真
空乾燥してｔ－ブチル基含有アクリル系共重合体固形分２２．５ｇを得た。ポリスチレン
換算による重量平均分子量は１．１×１０５であった。また、製造例1同様、これを３０
質量部に軽質イソパラフィン（ＩＰソルベント１６２０（出光興産社製））７０質量部を
加えて混合したものは、２５℃において良好に溶解し透明になるものであった。
【００４７】
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【００４８】
　製造例３：ｔ－ブチル基含有アクリル系共重合体３の合成
　還流冷却器、温度計、窒素導入管及び攪拌装置を取り付けた四つ口のセパラブルフラス
コにｔ－ブチルメタクリレート２４ｇ、２－エチルヘキシルメタクリレート６ｇ及びトル
エン７０ｇを加え、窒素ガスを導入して充分に窒素雰囲気にした後、１００℃まで加温し
、ＡＩＢＮを０．１５ｇ加えて３時間還流し重合させた。得られた反応物にメタノールを
注入してアクリル系共重合体を沈殿析出させ、沈殿物を濾別後、真空乾燥してｔ－ブチル
基含有アクリル系共重合体固形分２１．７ｇを得た。ポリスチレン換算による重量平均分
子量は５．４×１０４であった。また、製造例1同様、これを３０質量部に軽質イソパラ
フィン（ＩＰソルベント１６２０（出光興産社製））７０質量部を加えて混合したものは
、２５℃において良好に溶解し透明になるものであった。
【００４９】
　製造例４：ｔ－ブチル基含有アクリル系共重合体４の合成
　還流冷却器、温度計、窒素導入管及び攪拌装置を取り付けた四つ口のセパラブルフラス
コにｔ－ブチルメタクリレート２１ｇ、２－エチルヘキシルメタクリレート６ｇ、上記一
般式（３）のジメチルポリシロキサンマクロモノマー３ｇ及びトルエン７０ｇを加え、窒
素ガスを導入して充分に窒素雰囲気にした後、８０℃まで加温し、ＡＩＢＮを０．１５ｇ
加えて５時間還流し重合させた。得られた反応物にメタノールを注入してアクリル系共重
合体を沈殿析出させ、沈殿物を濾別後、真空乾燥してｔ－ブチル基含有アクリル系共重合
体固形分２１．８ｇを得た。ポリスチレン換算による重量平均分子量は４．６×１０４で
あった。また、製造例1同様、これを３０質量部に軽質イソパラフィン（ＩＰソルベント
１６２０（出光興産社製））７０質量部を加えて混合したものは、２５℃において良好に
溶解し透明になるものであった。
【００５０】
　実施例１：本発明品１～４及び比較品１～４：整髪料
　表１に示す整髪料を下記製造方法により調製し、仕上がりの「べとつきのなさ」、「ツ
ヤ感（透明感のあるつややかさ）」、「しなやかなセット力」、「セット力の持続性」「
フレーキングのなさ」について、以下に示す評価方法方法および判定基準により判定し、
結果を併せて表１に示した。
【００５１】
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【表１】

【００５２】
（製造方法）
　Ａ：１～８、１１を加熱（７０℃）混合して均一溶解する。
　Ｂ：１２～１６を加熱（７０℃）混合して均一に溶解する。
　Ｃ：ＢにＣを添加して乳化する。
　Ｄ：Ｃを冷却後、９、１０を添加する。
【００５３】
〔評価方法〕
　化粧品評価専門パネル２０名に、本発明品及び比較品の整髪料を使用してもらい、仕上
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がり時の「べとつきのなさ」、「ツヤ感」、「しなやかなセット力」を評価してもらい、
その後３時間通常の生活をした後「セット力の持続性」、「フレーキングのなさ」につい
て、各自に評価してもらった。
「べとつきのなさ」、「ツヤ感」、「しなやかなセット力」、「セット力の持続性」につ
いては、以下の評価基準１に従って評価し、更に、各項目、全パネルの評点の平均点を以
下の判定基準１に従って判定した。
「フレーキングのなさ」については、以下の評価基準２に従って評価し、更に、全パネル
の評点の平均点を以下の判定基準２に従って判定した。
【００５４】
　評価基準１：「べとつきのなさ」、「ツヤ感（透明感のあるつややかさ）」、「しなや
かなセット力」、「セット力の持続性」の評価
　　［評価結果］　　　　　　　　　　　　：［評　点］
　　　非常に良好　　　　　　　　　　　　：　　５点
　　　良好　　　　　　　　　　　　　　　：　　４点
　　　普通　　　　　　　　　　　　　　　：　　３点
　　　やや不良　　　　　　　　　　　　　：　　２点
　　　不良　　　　　　　　　　　　　　　：　　１点
　判定基準１： 
　　［評点の平均点］　　　　　　　　　　：［判　定］
　　　４．５以上　　　　　　　　　　　　：　　◎
　　　３．５以上～４．５未満　　　　　　：　　○
　　　１．５以上～３．５未満　　　　　　：　　△
　　　１．５未満　　　　　　　　　　　　：　　×
【００５５】
　評価基準２：「フレーキングのなさ」の評価
　　［評価結果］　　　　　　　　　　　　　　　　：［評　点］
　　　問題なし　　　　　　　　　　　　　　　　　：　　４点
　　　ごく僅かにフレーキングが見られる　　　　　：　　３点
　　　少しフレーキングが見られる　　　　　　　　：　　２点
　　　フレーキングが毛髪全体に見られる　　　　　：　　１点
　判定基準２： 
　　［評点の平均点］　　　　　　　　　　：［判　定］
　　　３．５以上　　　　　　　　　　　　：　　◎
　　　３．０以上～３．５未満　　　　　　：　　○
　　　２．０以上～３．０未満　　　　　　：　　△
　　　２．０未満　　　　　　　　　　　　：　　×
【００５６】
　製造例１または２のｔ－ブチル基を含有するアクリル系共重合体を配合した本発明品１
～４の整髪料は、いずれも仕上がりのべとつきのなさ、ツヤ感、しなやかなセット力、及
びセット力の持続性、フレーキングのなさの全てにおいて優れた整髪料となった。
　一方、整髪料に（Ａ）の共重合体を配合しない比較品１は仕上がりのツヤ感や、しなや
かなセット力、セット力の持続性が得られず整髪料として満足できるものではなかった。
また（Ａ）の共重合体の代わりに他の共重合体として（ビニルピロリドン／酢酸ビニル）
共重合体を配合した比較品２では、多価アルコール等の可塑効果をうけてべとついてしま
い、ツヤ感やセット力にも欠け、フレーキングも生じ、全ての面で満足のいくものではな
かった。同様に、（Ａ）の共重合体の代わりに他のアクリレートシリコ－ンを配合した比
較品３では、仕上がりにべとつきを感じてしまい、ごわついてしなやかなセット力も得ら
れず満足できるものではなかった。さらに（Ｂ）の揮発性油剤の代わりに不揮発性の流動
パラフィンを配合した比較品４は成分（Ａ）が溶解せず不均一な系のものであり、強制的
に髪に塗布してみても、仕上がり時にべとつき、ツヤ感、セット力に劣るもので、満足い
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くものではなかった。
【００５７】
実施例２：　ヘアワックス
　下記に示す組成および製法にてへアワックスを調製した。
【００５８】
（組成）
　　　（成　分）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（％）
（１）ステアリン酸　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２
（２）パラフィン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　８
（３）セトステアリルアルコール　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３
（４）流動パラフィン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２
（５）トリエチルヘキサノイン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２
（６）トリフェニルメチルポリシロキサン　　　　　　　　　　　　　　　　　１
（７）軽質イソパラフィン　＊１　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　５
（８）ｔ－ブチル基を含有するアクリル系共重合体　＊５　　　　　　　　　　２
（９）精製水　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　残量
（１０）１，３－ブチレングリコール　　　　　　　　　　　　　　　　　　１０
（１１）ポリエチレングリコール　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１
（１２）２－メタクリロイルオキシエチルホスホリルコリン
　　　　／メタクリル酸共重合体　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１
（１３）１，２－ペンチレングリコール　　　　　　　　　　　　　　　　　　１
（１４）トリエタノールアミン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１
（１５）アミノ変性シリコーンエマルション　＊６　　　　　　　　　　　　　３
＊５：製造例２のｔ－ブチル基を含有するアクリル系共重合体
＊６：ＳＭ８９０４　ＣＯＳＭＥＴＩＣ　ＥＭＵＬＳＩＯＮ（東レ・ダウコーニング社製
）
【００５９】
（製造方法）
　Ａ：１～８を加熱（７０℃）混合して均一溶解する。
　Ｂ：９～１４を加熱（７０℃）混合して均一に溶解する。
　Ｃ：ＢにＣを添加して乳化する。
　Ｄ：Ｃを冷却後、１５を添加する。
【００６０】
　以上のようにして得られた実施例２のヘアワックスは、仕上がりのツヤ感、仕上がりの
べとつきのなさ、しなやかなセット力、セット力の持続性、フレーキングのなさ、全てに
おいて優れたヘアワックスとなった。
【００６１】
実施例３：　ヘアオイル
　下記に示す組成および製造方法にてへアオイルを調製した。
【００６２】
（組成）
　　　（成　分）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（％）
（１）軽質イソパラフィン　＊１　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　残量
（２）ｔ－ブチル基を含有するアクリル系共重合体　＊７　　　　　　　　　　　２
（３）ジメチルポリシロキサン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　４０
（４）ジメチコノール　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１０
（５）フェニルグリコール　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．５
（６）ホホバ油　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１
（７）フィトステロール　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．１
＊７：製造例４のｔ－ブチル基を含有するアクリル系共重合体
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（製造方法）
　Ａ：１、２を混合して均一溶解する。
　Ｂ：３～７を均一溶解し、そこへＡを添加して均一にする。
【００６４】
　以上のようにして得られた実施例３のヘアオイルは、仕上がりのツヤ感、仕上がりのべ
とつきのなさ、しなやかなセット力、セット力の持続性、フレーキングのなさ、全てにお
いて優れたへアオイルとなった。
【００６５】
実施例４：
　下記に示す組成および製造方法にてヘアスプレーを調製した。
【００６６】
（組成）
　　　（成　分）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（％）
（１）エチルアルコール　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　残量
（２）パラオキシ安息香酸メチル　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．３
（３）パルミチン酸オクチル　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２５
（４）ミリスチン酸イソプロピル　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１５
（５）軽質イソパラフィン　＊１　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１０
（６）ｔ－ブチル基を含有するアクリル系共重合体　＊３　　　　　　　　　　　３
（７）ベヘニルアルコール　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１
（８）ジカプリン酸プロピレングリコール　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．５
（９）パラメトキシケイ皮酸－２－エチルヘキシル　　　　　　　　　　　　　　０．１
（１０）香料　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　適量
【００６７】
（製造方法）
　Ａ：１、２を混合して均一溶解する。
　Ｂ：３～１０を均一溶解し、そこへＡを添加して均一にし原液とする。
　Ｃ：Ｂの原液６０％に対し、噴射剤（ジメチルエーテル）を４０％エアゾール缶に充填
し、ヘアスプレーとする。
【００６８】
　以上のようにして得られた実施例４のヘアスプレーは、仕上がりのべとつきのなさ、ツ
ヤ感、しなやかなセット力、セット力の持続性、フレーキングのなさの全てにおいて優れ
たヘアスプレーであった。
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